一 九 三 八 年 (昭和 十三 年) 三月に、 ナチ ス . ドイツ 

はォ— スト リア を 合併し、 三 九 年 (十四 年) 三月に は、 

チェコと ス ロヴァ キアと を 合併した。 五月 末に 独 伊 軍 

事 同盟が 結ばれ、 三 力 月の ちの 八月に は独ソ 不可侵 条 

約 を 締結した。 ヒ トラ— の 政府 は ラジオ を もって この 

こと を 公表した。 ナチ ス 軍の ポ ー ランド 進撃 は、 それ 

から 僅か 十日の ちので きごと であった。 第二次 世界 大 

戦 はこうい う 手順で ナチ ス によ つ て 放火され た。 

その 前後の ことだった。 わたし は、 たぶん 『新 女苑』 

であった かに、 一人の フランス 女学生の 手記が のって 

いるの を 読んだ。 いま、 その 名 を 思い出す ことので き 



オランダ、 ベル ギ ー を 侵略した。 そして 独ソ 間の 不可 

侵 条約 を あざ 嗤 つて、 ナチ スの大 軍が ウクライナ へと 

なだれこんだ ころ、 わたし は、 しばしば かって よんだ 

フランス 女学生の 言葉 を 思いお こした。 不幸に も、 ふ 

たたび ョ ー 口 ツバが 戦場と 化すよう な ことになる にし 

て も、 わたしたちの 唯一 つの 考え かたは 変らない。 そ 

れは 戦争 は 根絶され るべき もので あり、 世界 は 平和 を 

もたなければ ならない、 という あの 言葉 を。 

なぜなら、 そのころ 二 九 四 一年) パリに は ナチ ス 

の 旗が ひるがえ つていた。 そして 日本で は 新しく 国防 

保安 法が 成立し、 治安維持法が 改正され て 死刑 法と な 



洋風」 でも 「アジア 流」 でも なくなつ ていた。 「日本に 

しか 見られない 精神と 行動との 麻痺の 形」 となって い 

たのだった。 中国の 知識人 を ふくむ 全住民 は、 日本軍 

の 侵略に 抵抗して 各地で はげしく たたかつ ていて、 そ 

の 「抗日 救国」 の ビラ ゃスロ ー ガン を 通じて、 中国の 

おびただしい 文盲 者 さえ 文字 を 知り はじめつ つあった。 

このごろ、 わたし はまた しばしば、 かって 心に 刻ま 

れた フランス 女学生の 手記 を 思いお こす。 そして、 そ 

こに 示されて いた 彼女の つつまし く 堅固な 信念 を。 I 

I 戦争 は 根絶され るべき もので あり、 世界 は 平和 を も 



なり、 栄誉な りが、 単に 成功と よびなら わされて いる 

結果、 栄誉と よばれて 来て いる 結果から だけ 見て 尊敬 

される という、 中世 的な 評価の 基準 はか わって 来た。 

その 成功と よばれて いるもの、 その 栄誉と 称されて い 

る ものの 実体 は、 現代の 人類の 問題に どんな 角度で 作 

用しつつ あるか。 そこ を 客観的に つきとめよう とする 

精神が ひろく、 絶え間なく 活動して いる。 ジョ リオ- 

キュ ー リ ー 博士に とって は、 ノ ー ベル 賞が 彼に 与えた 

名誉 ある 原子 科学者と しての 地位 を 守って 人類の 敵と 

なる よりも、 その 地位 を 罷免され て、 人類の 友た る 名 

誉を 守った。 人類の 社会生活、 人類の 発展 全体につ い 



「原子爆弾 は、 われわれが 人類の 存続 を 考える 限り、 そ 

れを 大規模の 戦争に 用いる こと を 望んで はならぬ 程度 

まで 発達して いる」 と。 

原子力が 人類の 殺戮の 武器であって はならない こと 

を 確信して、 その 禁止と 平和の ために 行動して いる 科 

学者 はジョ リオ. キュ ー リ ー 博士 はじめ、 世界 各国お 

びた だしい 数に のぼって いる。 ストックホルムの 平和 

大会が 世界に 原子兵器 禁止の アツ ピ ー ルを 行って、 数 

億ち かくの 署名 を あつめつつ ある。 そこに は、 社会の 

あらゆる 面に 活動して いる 人々 —— 労働者の 組織、 キ 

リスト 教の 団体、 婦人、 青年 少年の 団体、 各種の 文化 



専門 グ ル ー プの 人々 が 加わって いる。 

世界の 良心的な 文学者が、 原子兵器 禁止 を 支持し、 

平和の ために 発言して いるの は、 ただ 現代の 人類 的な 

課題 を うけもつ ている という だけの 現象な のだろう か- 

それ とも、 そこに は 何 か 文学者と して 独自に 現代史の 

中に 見出して いる よりどころが あるの だろう か。 

アイ ンシ ュ タイン その他の 人々 の プリンストン 警告 

声明 を、 きょう 改めてよ みかえす と、 わたしたち は、 

そこに あらわされ ている 偉大な 科学者た ちの、 極めて 

率直 . 善良な 責任感に ついて 感動し ないで はいられな 

い。 「文明が 脅威 をう ける の は 科学者の 仕事 を 通して 



のの 描写で は屢々 専門家に 指摘され る 失敗 もして いる。 

(「 ス クタ レフスキ ー 教授」 「凱旋門」 「チボ ー 家の人々」 

など) けれども 「ァロ ー ス ミスの 生涯」 のテ ー マの 角 

度から —— 科学的 良心と 現代 社会の 関係 を 扱った とき、 

文学者 は、 その 関係の 生ける 姿に おいて 把握す る こと 

に 成功して いる。 原子 学説に ついて どこまで 知ってい 

る 文学者が、 現代に いるだろう。 わたしたち は、 ほと 

んど 無知で ある。 だけれ ども、 現代の リアリティ ー と 

して、 ナイロン 王 デュポンが、 水爆 王に なりつつ ある 

過程 は 明瞭に 理解す る。 マダム • キュ ー リ— が 一 九 〇 

四 年の ある 朝、 アメリカの ある 会社から ラジウムの 独 



回避した。 阿部. 北 村 両氏 は、 日本の 文学者と その 読 

者で ある 知識人、 労働者す ベてから の 信任状 を 負うて 

出発した はずで ある。 

六月 二十 五日、 朝鮮に 動乱が ひきおこされてから、 

日本の ジャ— ナ リズム、 新聞、 ラジオな どの 上で 平和 

と 原爆 禁止に ついての 発言 は、 何とな し 「こうな つて 

は、 仕方がない」 という 風に 扱われ はじめた。 「平和」 

はいつ もい つも ある 特定の 一 国に よって 阻害され てい 

るよう にニュ ー ス 解説 は 型 をき めた。 日本に とって 戦 

争 は 不可避 的な ものの ように あらわされ ていて、 人々 

の 眼 はもう そわそわと、 「朝鮮 景気」 「物価騰貴」 「どの 
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